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團卿砥S会長挨拶

地質学に拓げる最近の成果について

U.G.C⑪地鰯孟1)(訳:大夫暁2))

皇太子殿下を初めとしてご参列の皆様,日本の歴

史的た地であり,すばらしい景観に恵まれた京都

で,地質学の発展を大きく期待する皆さんの前で,

国際地質学会議の開会の挨拶をいたしますことは,

私の喜びとするところであります.

我々は人類の歴史においてたいへん重要なタｰニ

ングポイントに遭遇しております.まさに我六は,

今後の人類の,更なる発展に対して,方向付けをし

なげれぼならたい時期におります.国連により開催

された環境並びに開発に関するRio-92会議が閉会

したばかりでありますが,ここでは,現在並びに将

来にかけて社会を危機に陥れる主要な問題が何かを

明確に指摘いたしました.ホモサピエンスは10万

世代を経て,現在50億の人口を数えるに至りまし

た.さらに今後の2-30年の問に,この人口は2倍

に膨れ上がろうとしています.我々の惑星は,小さ

く成り続けており,再生できたい資源は枯渇しよう

としており,環境はますます壊され,汚染され,そ

して,すべての人類に公平であるという基礎に立っ

た,長続きのする開発をどうしたら良いのか,とい

う問題の解決は端緒についたばかりであります.

科学や技術は,今日世界が直面している,これら

の問題を引き起こしたものとして非難されておりま

すが,これは正しい指摘ではありません.進歩した

知識は人たちや,会社や,研究所や,国家により使

われてきましたが,それから生じた問題と言うの

は,無知と自分の利益ばかりを考えて実用的である

と同時に独善的に利益拡大をはかる計画を押し進め

たことにあります.そして,環境にとんだ影響を与

えるかを考慮にいれず,また,彼らの活動を続けた

場合に長期的に環境を破壊する効果がでることを無

視してきたのです.

皆が,お互いに満足できる将来を築き上げようと

すれば,開発の新しい道を開くために,科学･技術

がさらに進歩して初めて出来るものであります.資
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源の利用の低減･最適利用,工業廃棄物の再生利

用,刷新された農業や林業の導入,そしてその他の

しっかりした,長続きのする環境保全のメカニズム

などが研究されなげればなりません.科学が人類に

対して大きな責任を持っていることは,皆さんのご

賛同を得るところと思いますが,難しい点は問題の

グロｰバル性にあると思いますIそのために,国際

的なそして学際的な努力を必要としております.地

球科学はこのようなグロｰバルた問題に対して,基

礎的な役割を果たします.我々地質学者はそれをす

る準備カミあり,そうすることを望んでいます1

地質学は健在であり,最近の2-3年の活動には

目ざましいものがあります.ご承知のように,国際

地質学会議の開会に際して,IUGSの会長が,最近

の2-3年の問に地質学がどのような成果をおさめ

てきたか,について要約するのが慣わしになってい

ます.時間が余りありませんので,私はハイライト

と考えられる,ほんのわずかた事例についてお話し

たいと思います一これらは,すべて関連技術の開発

と密接に関係しており,地球を観察する我々の能力

を著しく高め,そして,地球の内部のダイナミック

ス並びに表面のプロセスをより鮮明に描き出してき

たものであります.

最初に海底の観察の結果明らかにされた多くの証

拠から,海洋底の温泉作用,熱水作用により金属に

富む鉱床が形成されたことを世界の多くの海洋で発

見してきた事についてふれたいと思います.最近,

中央海嶺に関連するもの以外に,さまざまな構造に

関連して,特にサブダクションと呼ほれるプレｰト

の縁部でこのような鉱床が発見されてきました.こ

のような最近形成された鉱床の研究は,時代的に古

い鉱床の成因論に光を投げかけています.

過去の気象条件についての解釈に対しても大きな

進歩が認められます.深海の堆積物から,ボストｰ

クの氷のボｰリングコアから,湖の湖底の堆積物か

ら,過去の大洋の海流の動きを研究し,大気中の炭

酸ガスの濃度について研究し,過去の陸地での気

温,太陽の放射の研究,詳細な地域的な海水準変動�
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の研究,などが進められてきました.我六は,地球

の内部ダイナミックスは地球観模の気候変化に大き

く係わってきているということが出来ます.ミラン

コビッチたけの仕事ではありません.

地質学者,地球化学者,地球物理学者は深部地球

の解釈の面で一緒に仕事を進め,地球ダイナミック

スの分野で大きな貢献をしてきました.これには,

スｰパｰコンピュｰタｰを駆使しています.結論と

していえることは,地球のマソドノレは以前に考えて

いたよりももっとダイナミックであるということで

す.メガプルｰムという考え方は,まだ疑問視され

ているとはいえ,魅力のあるテｰマになってきまし

た.サブダクションゾｰンにおいて,地殻とマント

ルとが混ざりあう,ということの重要性が指摘され

てきました.さらに,地球の歴史の中における,地

殻の進化の過程でいくつかの大陸が結合したり,分

離したりするというコンセプトがまとめられてきま

した.

マススヘクトルを使った測定の進歩は地質的な材

料に対してRe-Os法の適用を可能にしてきまし

た.この方法は地殻を形成する物質のリサイクルに

対してのトレｰサｰとして古いクラトン地域の調査

を進める上で有効た道具になってきました.初期の

アｰキアソ時代における地球の歴史の中で,同位元

素による研究が,強い初期マントルの下降とそれに

よるマッシブな地殻の形成が起こったことを示唆し

ています.しかしながら,現在まで対応しない要素

に富む原始地殻というものについてはっきりした証

拠を得てはおりません.ジルコンによるジオクロノ

ロジｰは,方法論並びに解釈技術の改善によって,

最近さらに発展してきました.2-3ヵ月前にVaca

Muerta明石の中の小さな結晶で,太陽系最古のジ

ルコンと考えられてきたものが,SHRIMPイォソ

管法で年代測定され,この明石の母なる天体の進化'

に関して別の方法で求められた4.56Gaという年代

と一致する結果が確認されました.

金星の調査に計画されたマジェラン･ミッション

の大成功のおかげで,おおくのミステリｰが解き明

かされ,比較天文学は驚異的た進歩を記しました.

地球の妹といえるこの天体は大変複雑な表面を持

ち,火山活動,水平方向の圧縮そして引っ張りを伴

う運動を受けてきた多くの証拠をもたらしました.

山脈,隆起山脈,断裂系,陥没などの構造的た特徴

がとらえられましたが,地球にみられるようたプレ

ニトテクトニックスの明瞭な証拠となる構造は無

く,とくにプレｰトの縁辺部に見られるジオダイナ

ミックスの証拠とたるものは得られておりません.

数百のインパクト･クレｰタｰカミ金星表面に確認さ

れていますが,その表面の年代はほぼ5億年と測

定されています.

衝突クレｰタｰについて言えば,白亜紀と第三紀

との境界となる時期に,大明石が地球に衝突し,巨

大な流星爆発を起ごした可能性のあるサイトが見つ

かりました､ユカタン半島の埋没したChicx1ub構

造がそれで,最近確定的な証拠をもって衝突による

構造であることが発表されております.さらに,硬

石膏を含む巨大明石はその衝突爆発によって10億

トンに及ぶ亜硫酸ガス(S02)を大気中に放出し,白

亜紀と第三紀との境界における大量生物の絶滅を容

易に説明できる,全地球規模の荒廃をもたらしたと

考えられるのです.

地球科学の多くの細分化された部門では,継続的

た技術の開発が進められてきました.コンピュｰタ

ｰの利用は世界的に広まり,GISシステムは主要

な鉱山会社,地質調査所によって利用されてきまし

た.地球科学の情報は大変た速度で処理され,拡散

されるようになりまLた.石油会社は堆積盆地に形

成される地層に関係する物理化学的な作用について

数学的なシミュレｰションをますます進めていま

す.構造的た進化,そして,石油などのハイドロカ

ｰボンの起源についての研究を進めています.地学

統計的な手法も,貯油層の評価,液体の置換による

影響,そして資源のアセスメントに適用されていま

す.

実験岩石学の分野では機器の開発が大変重要な役

割を果たします.特に高圧機器の開発という面で

は,おもに日本で開発が進められてきました.地震

現象をモニタｰするという部門では,私が数目前に

訪間して見てきた,カリフォルニアのTERRA

ScopeNetworkや私の友達によって開発された高

性能でブロｰドバンドの地震計にふれたいと思いま

す.この機器は地震のパラメタｰを瞬時にリアノレタ

イムにとらえることが出来,割れ目の発生,伝播や

広がる方向だとも求めることが出来ますので,地震

学者が重要な地震についての傍報をタイムリｰに知

ることが出来ます.一方,私のギリ･シャの仲間によ

って得られた,驚くほど正確な予測がV五N'という

方法で行われたことに言及したいと思います.満足

できる理論的根拠を欠くとは言え,地下の電位を測

定することによって予測するというこの方法は,更

に関心を呼ぶことでしょう.

これらのいくつかの例は,時間の都合でお話する

ことが出来ないその他の多くの成果と併せて,我々

が地球を観測する能力,それを研究する能力,そL
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でその力学を理解する能力について,近年だいへん

進歩したことを示すものであります.我冷ジオロシ

ストは地球の体系全体に関して大変大きなグロｰバ

ルサイエンスとして取り扱わたげれぼたらないと理

解しているのです.そして,固体地球科学に関する

すべての我々の専門知識を,そしてまた,大気圏,

一海洋圏に関するすべての科学を入り組んだ学際的た

方法で統一することによって初めてまとめあげるこ

とが出来るものであると考えています.3年前のワ

シントン会議における私の開会の挨拶で,環境に関

係する多くの共通の問題を解決するために地質学が

その枠に留まることたく,他の科学都門に働きかけ

ることが必要であることを訴えました.私はこのよ

うな方向に多くの貢献がたされたと思っておりま

す.な笹たらば,多くの国で地質調査は,その国の

政府の関心のもとで,環境問題に深く関わるように

なってきています,また,多くの国で地質学を専攻

する学生は環境に関係した研究課題に関心を持つよ

うにたってきています.

IGUS自体も,ICSUの地球変化のプログラムに

参加することを通して,国連の自然防災10年の活

動に深く関与することを通して,またCOGEOEN-

VIRONMENTと名付けた環境計画及び管理に関す

る特別な会議を設立したことを通じて,このようた

トレンドに沿った活動を進めています.COGEO-

ENVIRONMENTは大変活発に政策決定者にリン

クし,環境並びに資源の効果的た管理,保全の為に

地球科学が重要た役割を果たすことについて,一般

大衆及び政策決定者に対して関心を呼び起こす活動

を進めています.

さて2-30年のうちに,満足できる状況に発展で

きる見込みカミあると,期待して良い十分な根拠があ

るといえましょうか?私は,間違いないと思いま

す.私はUNCED-92に参加して数日リオにおりま

した.そして,私はよりよい未来を作るための,地

球規模のコンセンサスとそれをなんとしても成し遂

げようと言う熱気のこもった雰囲気を感じることが

できました.環境と開発に関する問題は世界全体の

共通課題として認められるようになりました.世界

各国の政治家や,政府指導者はこの問題が将来の人

類に影響を与える問題であることを良く知っていま

す.提案された解決に至るには,大変困難な問題が

あることも良く理解されています.我六は後戻りは

できたいのです.

他の分野の科学者,エンジニア,計画立案者,政

策立案者との協力を進める上で,我六ジオロシスト

は大きな特質を持っています.それは,地球の変化

の過程を観察しモニタｰすることに馴染んできてい

ること,そして地図に表現し解釈をすることに慣れ

ていることです.我六は,鉱産資源,地下水資源,

そして再生が効かたいエネノレギｰ資源の開発･管理

にすでに大変重要な役割を果たしてきました.更に

また,我六は,土壌の劣化や侵食,自然災害の防止

･低減,そして地質工学的た分野における,いろ

いろな研究に関与してきました.

リオ会議はしかしながら,出発点であります.こ

れからの道には多くの困難が予想されます.それら

は,人問の,人類の性(サガ)として,個人レベルで

も,国民レベルでも,民族レベルでも,自分の事し

か考えないという事に関連しています.これまで以

上に,すべての人の問で,民族別にも人種別にも異

なるすべての人々の間に,社会的団結を必要として

います.

我六はよりよい世界を築き上げる道に乗っている

といえましょうか?

現状においては,富める人,貧しい人との差は縮

まるというよりは拡大しているようです.しかし,

このような貧富の差が拡大するという傾向は,次の

世紀の初めには逆転する期待がもてます.おそら

く,現在の世代の人たちは社会的平等の確立した世

界を見る事はできたいでしょうが,我序の子供達の

世代,あるいは孫達の世代に,我々の共通の未来に

向けですばらしい成功カミもたらされる一大事業を今

我々が始めたのだ,と信じて行こうではありません

か.

私の話しを終えるに当たって,科学および科学者

は維持可能た開発を行う事に重大た責任を持ってい

る事,そしてジオロシストは卓越した役割を果たす

べきである事,を訴えたいと思います.地球のプロ

セスに関して,政治家,教育者,一般の人たちに教

え,説明する事は我カの責任であります.そうする

事によって,地質学は,現在の半ば一般社会から隔

たったようた状況に決別する事ができ,新しい人類

との結合点を見づける事ができるでありましょう.
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